
６
月
30
日
午
前
10
時
40
分
よ
り
、

岡
山
市
中
区
の
岡
山
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

に
て
、

第
77
回

通
常
総

会
を
開

催
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成

29
年
度
事
業
計

画
な
ど
９
議
案

が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お

り
可
決
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

当
会
の
主
力

事
業
で
あ
る
木

材
共
販
は
、
会

員
を
は
じ
め
関

係
者
の
多
大
な

協
力
の
下
、
集

荷
・
販
売
に
努

め
ま
し
た
が
、

度
重
な
る
降
雪

等
天
候
の
影
響
等
に
よ
り
、
取
扱
量
・

金
額
と
も
計
画
に
は
届
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
取
扱
数
量
十
八
万
八
千
百
七

十
九
㎥
（
計
画
対
比
94
％
）
取
扱
高

二
十
三

億
七
千

七
十
八

万
円
を

計
上
。
指
導
部
門
で
は
、
28
年
度
よ

り
、
県
内
外
か
ら
林
業
就
業
者
を
積

極
的
に
誘
致

す
る
取
組
を

始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

平
成
28
年

度
事
業
総
取

扱
高
は
約
三

十
一
億
五
千

万
円
で
、
事

業
管
理
費
等

の
経
費
削
減

に
努
め
、
剰

余
金
約
二
千

七
百
万
円
を

計
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
井
手
会
長
は
、
来

賓
及
び
会
員
に
対
し
て
謝
意
を
述
べ
、

「
材
価
の
低
迷
に
よ
り
、
森
林
林
業

木
材
産
業
は
長
ら
く
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
新
築
木
造
住
宅

の
着
工
戸
数
も
低
迷
し
て
い
る
中
で
、

現
状
を
打
破
す
る
の
は
な
か
な
か
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
岡
山
県
で
は
、

今
年
度
か
ら
『
県
産
材
利
用
促
進
条

例
』
が
制
定
さ
れ
、
大
変
心
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
条
例
は
県
産

材
の
利
用
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
に
推
進
し
健
全
な
森
林
の
育
成

と
林
業
及
び
木
材
産
業
の
持
続
的
発

展
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
政
策
を
１
つ
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
、
県
森
連
も
最
善
を
尽
く

し
て
こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
様
々
な
御
指
導
を
賜
り
、
系

統
が
一
致
団
結
し
て
乗
り
越
え
て
い

け
る
よ
う
心
か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
。
」

と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
岡
山
県
知
事
代
理
と
し
て

石
川
食
農
政
策
企
画
監
、
岡
山
森
林

管
理
署
の
熊
野
署
長
、
農
林
中
央
金

庫
の
川
﨑
岡
山
支
店
長
、
全
国
森
林

組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
代
理
と

し
て
平
之
山
常
務
理
事
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
26
日
、
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
お
い
て
県
森
連
理
事
会

及
び
臨
時
総
会
が
行
わ
れ
、
新
し
い

理
事
１
名
が
決
定
し
ま
し
た
。
新
役

員
を
含
め
、
今
年
度
の
体
制
に
つ
い

て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

今
年
度
新
た
に
森
林
組
合
長
に
就

任
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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県森連井手会長による挨拶

感
謝
状
贈
呈

系
統
利
用
優
秀
森
林
組
合

○
真
庭
森
林
組
合

○
新
見
市
森
林
組
合

○
津
山
市
森
林
組
合

○
作
州
か
が
み
の
森
林
組
合

系
統
利
用
奨
励
森
林
組
合

○
奈
義
町
森
林
組
合

○
久
米
郡
森
林
組
合

○
び
ほ
く
森
林
組
合

代
表
理
事
会
長

井
手

紘
一
郎

副
会
長
理
事

森
野

茂

代
表
理
事
専
務

吉
岡

哲
哉

理

事

西
本

健
三

理

事
（
新
任
）
竹
本

俊
郎

代

表

監

事

横
木

義
弘

監

事

甲
元

孝
昌

監

事

長
代

直
行

十
八
万
八
千
㎥

新
見
市
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

竹
本

俊
郎

美
作
東
備
森
林
組
合

代
表
理
事
組
合
長

井
上

稔
朗

石川食農政策企画監

（岡山県知事代理）

農林中央金庫

川﨑岡山支店長

岡山森林管理署

熊野署長



「
第
52
回
岡
山
県
乾
し
い
た
け
品

評
会
」
並
び
に
「
第
50
回
箱
物
コ
ン

ク
ー
ル
」
褒
賞
授
与
式
を
7
月
7
日

の
七
夕
の
日
に
、
真
庭
市
の
勝
山
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
品
評
会
か

ら
28
点
、
箱

物
コ
ン
ク
ー

ル
か
ら
は
30

点
が
一
次
審
査
を
通
過
し
、
最
終
的

に
は
品
評
会
か
ら
18
点
が
入
賞
、
箱

物
コ
ン
ク
ー
ル
か
ら
は
16
点
が
入
賞

と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
の
農
林
水
産
大

臣
賞
は
品
評
会
の
「
ど
ん
こ
の
部
」

に
出
品
さ
れ
た
大
石
弘
之
さ
ん
（
真

庭
市
）
の
乾
し
い
た
け
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
品
評
会
及
び
箱
物
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
け
る
優
等
賞
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

ま
た
、
審
査
委
員
長
（
岡
山
県
農

林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
研
究
所

岡
本
安
順
所
長
）
か
ら
は
、
「
本
年

の
春
子
の
生
産
状
況
は
、
岡
山
県
で

は
や
や
豊
作
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
作
柄

は
、
春
先
に

長
雨
が
あ
っ

た
こ
と
と
、
急
激
な
気
温
の
上
昇
に

よ
り
、
香
信
、
バ
レ
系
は
多
く
、
ど

ん
こ
、
こ
う
こ
は
少
な
か
っ
た
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
こ
の
度
の
品
評
会
に

は
、
昨
年
並
み
の
出
品
が
あ
り
、
昨

年
に
も
増
し
て
品
質
の
高
い
良
品
が

揃
っ
て
お
り
、
皆
様
の
高
い
生
産
技

術
と
御
努
力
の
賜
と
い
え
ま
す
。

現
在
、
県
内
の
乾
し
い
た
け
の
取

引
価
格
は
、
１
㎏
当
た
り
総
平
均
で

四
三
三
〇
円
と
高
値
を
維
持
し
て
お

り
ま
す
。
価
格
好
転
の
主
な
要
因
は
、

供
給
量
の
減
少
と
、
こ
れ
に
伴
う
慢

性
的
な
品
薄
状
況
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
地
産
地
消
や
農
林
産
物
調
達
の

国
内
回
帰
の
流
れ
は
確
実
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
機
に
、
植
菌
等
の
規

模
拡
大
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
う
次
第
で
す
。
」
と
審
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
「
緑
の
雇
用
」
現
場

技
能
者
育
成
推
進
事
業
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研

修
が
６
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

集
合
研
修
に
つ
い
て
は
、
６
月
５
日

の
１
年
目
研
修
第
１
期
を
は
じ
め
、

順
次
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
研
修
生
数
は
、
１
年
目

30
名
、
２
年
目
27
名
、
３
年
目
18
名

７
月
14
日
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
に
て
、
各
森
林
組
合
の
林
産

担
当
者
12
名
を
集
め
た
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

県
森
連
事
業
部
か
ら
11
月
10
日
に

開
催
す
る
「
民
有
林
優
良
材
コ
ン
ク
ー

ル
」
へ
の
出
荷
要
請
・
最
近
の
市
況
・

造
材
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
農
林
中
央
金

庫
よ
り
「
経
済
・
金
融
情
勢
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
」
、
全
森

連
よ
り
「
森
林
組
合
系
統
を
取
り
巻

く
状
況
、
系
統
購
買
事
業
に
つ
い
て
」

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
で
は
、

最
近
の
系
統
に
お
け
る
不
祥
事
を
反

省
に
、
役
職
員
一
人
一
人
が
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
義
を
良
く
理
解
し
、

組
織
全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
現
場
で
の
講
師
に

『
現
場
指
導
者
育
成
研
修(

県
主
催)

』

を
修
了
し
た
方
に
指
導
を
依
頼
し
、

１
本
の
立
木
の
伐
倒
を
じ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
理
論
的
に
指
導
す
る

研
修
方
法
を
採
っ
て
い
ま
す
。
普
段

の
職
場
内
研
修
は
、
実
践
的
で
時
間

も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
か
、
研
修
生

は
熱
心
に
説
明
を
聞
い
た
り
、
質
問

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
で
は
特
に
労
働
災
害

防
止
に
つ
い
て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
研
修
生
の
事
故
は
全
国
で

90
件
、
県
内
で
２
件
、
他
県
で
は
２

件
の
死
亡
災
害
も
起
き
て
い
ま
す
。

労
働
災
害
を
無
く
し
、
働
き
や
す
い

職
業
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

こ
の
研
修
を
修
了
し
た
方
々
が
、

こ
れ
か
ら
岡
山
の
森
林
で
永
く
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
美
咲
町
有
林
に
て
伐
倒
実
習
風
景
】
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○品評会優等賞○
茶花どんこの部 大石 清子 （真庭市）
ど ん こ の 部 大石 弘之 （真庭市）
こうしんの部 大石 弘之 （真庭市）
こ う こ の 部 鈴木 昇 （真庭市）

○箱物コンクール優等賞○
こうしん大葉の部 中上 市男 （新見市）
こうしん中葉の部 立川 伸政 （真庭市）
こ う こ の 部 水田 仲二 （岡山市）
ど ん こ の 部 大石 弘之 （真庭市）

大臣賞 大石弘之さん(右)

長官賞 清子さん(左) ご夫妻

品
質
の
高
い
良
品
が
揃
う

集合研修でのグループワーク風景

受賞者集合写真

林
産
担
当
者
会
議



平
成
29
年
を
迎
え
、
当
会
は
新
た

に
２
名
の
職
員
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
１
月
１
日
付
け
で
大
寺

豊
職
員
、
４
月
１
日
付
け
で
筧
拓
也

職
員
が
入
会
し
ま
し
た
。
新
た
な
２

名
を
含
め
、
引
き
続
き
職
員
一
同
一

致
団
結
し
て
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
趣
味･

特
技

②
学
生
時
代
の
部
活

③
挨
拶
＆
抱
負

①
釣
り

②
サ
ッ
カ
ー

③
今
年
か
ら
勝
山
支
所
に
配
属
さ
れ

た
大
寺
で
す
。
ち
ょ
っ
と
老
け
て
は

お
り
ま
す
が
新
入
職
員
だ
と
思
っ
て
、

遠
慮
な
く
ビ
シ
ビ
シ
鍛
え
て
く
だ
さ

い
。
指
示
待
ち
人
間
で
は
な
く
、
自

ら
創
意
工
夫
で
自
発
的
に
動
け
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

③
４
月
か
ら
勝
山
支
所
勤
務
の
筧
拓

也
で
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
が
、
１
日
も
早
く
仕
事
を
覚
え

て
父
（
新
見
支
所
勤
務
）
を
追
い
抜

き
、
組
織
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
精

進
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

４
月
21

日
に
ピ
ュ

ア
リ
テ
ィ

ま
き
び
に

て
、
森
林

保
険
基
礎

研
修
会
を

開
催
し
ま

し
た
。
講

師
と
し
て

森
林
保
険
セ
ン
タ
ー
よ
り
井
澤
契
約

管
理
係
長
に
お
越
し
頂
き
、
森
林
保

険
事
務
に
お
け
る
基
本
的
な
手
続
き

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
22
～
23
日
に
か
け
て
全
森
連

主
催
の
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

が
高
知
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
保
険
の
加
入
率
（
契
約
保
有

面
積
／
民
有
林
人
工
林
面
積
）
は
、

平
成
28
年
度
末
に
も
依
然
と
し
て
10

％
を
切
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
は
お
り
ま
す
が
、
加
入
促
進

活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

県
森
連
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
参
考

に
、
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

岡
山
県
で
は
、
他
の
県
と
比
べ
て
、

私
有
林
の
加
入
が
進
ん
で
い
る
反
面
、

市
町
村
林
等
公
有
林
の
加
入
が
少
な

い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
今
年
１
月
末
の
「
雪
害
」
に
よ

り
、
多
く
の
森
林
が
被
害
を
受
け
る

な
ど
、
地
球
気
候
変
動
の
影
響
も
相

ま
っ
て
様
々
な
災
害
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
県
・
市
・
町
民
の
財
産
で
あ
る

公
有
林
等
を
守
る
責
務
を
果
た
す
た

め
に
も
積
極
的
な
森
林
保
険
へ
の
加

入
を
お
勧
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

10
月
18
～
20
日
に
全
森
連
主
催
、

罹
災
調
査
の
講
習
会
が
岡
山
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
森
林
保
険
の
窓
口
で

あ
る
森
林
組
合
職
員
も
受
講
さ
れ
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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事業部 勝山支所勤務

大寺 豊 職員
おおてら　ゆたか

新
職
員
の
ご
紹
介

事業部 勝山支所勤務

筧 拓也 職員
かけひ　たくや

基
礎
研
修
会

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

雪
に
よ
る
幹
折
れ

倒
木
、
湾
曲



大曲 小曲 直 大曲 小曲 直

14 5 9 13 14 ～ 16 5 7 10.5

14 ～ 16 10 17.5 21.5 18 ～ 20 5 7 10

18 ～ 20 11 17.5 18.5 22 ～ 28 5 6.5 10

22 ～ 28 11 12 14 30 上 5 6.5 11

14 12 ～ 19 14 ～ 16 6 ～ 9

16 ～ 18 16.5 19 18 ～ 20 8.5 ～ 10

20 ～ 22 12.5 14 14.5 22 ～ 24 8.5 ～ 10

24 上 12.5 14 15 26 ～ 28 8.5 ～ 10

30 上 8.5 ～ 10

14 12 ～ 14

16 22 27 16 ～ 18 10 13 15

18 ～ 20 22 27 20 ～ 22 10 13 15

22 ～ 28 24 ～ 26

樹種

桧

杉

取扱材積

総平均
単価

３Ｍ

第１８４６回　新見共販所市況　平成２９年７月２１日

桧(千円/m³) 杉(千円/m³)
長さ 径級(cm) 径級(cm)

４Ｍ

１２，０７１　円

２，６０３．１８５　m³

６Ｍ

価格の動向 平均単価

強含み 15,337　円

横這い 9,093　円

当
基
金
で
は
、
林
業
就
業
者
の
確

保
・
育
成
と
事
業
体
の
経
営
基
盤
強

化
に
取
り
組
む
た
め
、
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
の
Ｉ
タ
ー
ン

等
就
業
希
望
者
へ
の
働
き
か
け
、
１

日
林
業
体
験
の
開
催
や
様
々
な
媒
体

を
使
っ
た
情
報
発
信
に
よ
り
就
業
者

を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
新
規
就
業
者
の
職
場
内
研

修
へ
の
助
成
、
安
全
装
備
等
導
入
支

援
、
林
退
共
の
掛
金
助
成
、
森
林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
及
び
中
小
企

業
診
断
士
等
に
よ
る
経
営
診
断
な
ど

総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
様
々
な
助
成
事
業
の
内

容
や
申
請
様
式
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
は
当
基
金
の
Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
事
業
体
の
紹
介

情
報
を
今
年
度
よ
り
新
た
に
追
加
し

ま
し
た
。

６
月
３
日
に
新
見
市
民
運
動
公
園

に
て
標
記
の
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
大
会
は
、
県
森
連
が
事
務
局

と
な
り
、
新
見
地
域
の
素
材
生
産
者

を
会
員
と
し
、
林
業
の
活
性
と
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
主

催
し
ま
し
た
。
第
３
回
と
な
る
今
回

は
県
森
連
チ
ー
ム
を
含
め
て
昨
年
を

上
回
る
10
チ
ー
ム
（
約
110
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
新
見
地
区
素
材

生
産
者
協
議
会
の
杉
修
次
会
長
（
㈲

杉
産
業
）
の
挨
拶
、
池
田
一
二
三
新

見
市
長
の
挨
拶
の
後
、
試
合

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
特
殊
な
ル
ー
ル
も
採
用
し
、

真
夏
直
前
の
暑
さ
を
感
じ
な
が
ら
も

各
チ
ー
ム
笑
顔
に
溢
れ
、
活
気
の
あ

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
は
昨
年
と
同
じ
カ
ー
ド
「
㈱

戸
川
木
材
VS
新
見
市
役
所
」
と
な
り
、

大
勢
の
応
援
の
中
、
優
勝
す
る
た
め

に
練
習
し
て
き
た
と
い
う
㈱
戸
川
木

材
が
、
６
対
１
で
優
勝
し
ま
し
た
。
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杉修次会長による挨拶

(

公
財)

林
業
振
興
基
金

各
種
事
業
に
つ
い
て

岡山県林業振興基金 検索

優勝した(株)戸川木材チーム

担当の三浦です

準優勝の新見市役所チーム

３位の新見市森林組合Aチーム

【トップページ】


